
　　　様式第２号(事業別概要) No.

款 大事業

項 中事業

目 担当所属

予算種別 補助/単独 事業区分
前年度

増減額
前々年度 5年間計画額

当初予算額 決算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

節 本年度 前年度 増減額

特
定
財
源

款 項 目 節
細
節

細
々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初査定額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

平成２４年度  一般会計 予算内示 事業別概要書（当初）
2. 総務費 3. 男女平等参画啓発事業

1. 総務管理費

20.男女平等参画推進費 自治人権推進課

（佐倉市）　　

0

平成24年度 0

臨時 単独 0 561 0
平成25年度 0

平成26年度 0

平成27年度 0

平成28年度 0

561 561

561 561

多くの市民や事業者・関係機関職員へ男女平等参画に関 多くの市民や事業者・関係機関職員へ男女平等参画に関 これまで関心のなかった人に対しては、男女平等参画社

する理解を深める機会を提供し、男女平等参画推進条例や基本計画に定 する理解を深める機会を提供し、男女平等参画推進条例や基本計画に定 会づくりについての周知を図るとともに、既に関心のある人へは更に理

めた男女平等参画社会づくりの推進に努める。また、市民に対しては、 めた男女平等参画社会づくりの推進に努める。 解を深める機会や情報を提供することで、男女平等参画社会構築への効

男女平等参画意識を高めるため「さくらフェスタ」を実施し、職員に対 果が期待できる。

しても研修会などを行うことにより啓発を図る。

市民の男女平等に関する啓発行事への関心が薄い

ため、市民の理解・協力を得ながら、協力者・参加者をいかに増やし、

意識の醸成につなげていくかが課題である。

08 103 0 103

11 83 0 83

12 375 0 375

差引一般財源 561 561 0 561


